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第
₁₃
回
か
さ
ま
陶
芸
の
里

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
13
回
目
を
迎
え
る﹁
か
さ
ま
陶
芸
の
里

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
﹂を
本
年
も
12
月
に

開
催
し
ま
す
。

　
大
会
実
行
委
員
会
で
は
、
参
加
者
の
ほ
か
、

大
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び
大
会
協
賛

企
業
に
つ
い
て
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
へ﹁
ラ
ン
ナ
ー
﹂・﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂・

﹁
協
賛
企
業
﹂
と
し
て
参
加
し
、
市
民
の
力

で
笠
間
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【期日】	12月16日（日）
	 ※雨天決行

参加者募集

■応募資格
　	「金銭（5,000円～）」または「物品（50,000円
～）」の協賛をいただける企業および団体
■協賛特典
　協賛金額により特典を進呈します。
　（	大会プログラムへの企業広告掲載・大会HP
に企業名掲載・企業広告やチラシ配布・会場
内に企業名掲示板や横断幕を設置など）

　詳細は大会事務局へお問い合わせください。
■申し込み期限
　10月26日（金）

大会協賛企業募集

■応募資格
　	中学生以上（高校生以下は保護者の許可が必要）
■業務内容
　	給水係・監察交通整理係・記録証発行係など。
■申し込み期限�
　10月26日（金）

運営ボランティア募集

笠間スポーツ2018 秋冬Information

【種目および参加料】※参加料は傷害保険料を含みます
	 ◯ハーフマラソン（日本陸連公認コース）
	 	 定　員：3,000名
	 	 参加料：4,500円（高校生2,000円）

	 ◯2㎞（小学生・親子）
	 	 定　員：	なし
	 	 参加料：	市内小学生…500円
	 	 	 市外小学生…1,000円
	 	 	 親子（小学1～3年生）…3,000円

	 ◯3㎞（中学生）
	 	 定　員：	なし
	 	 参加料：	市内中学生…500円
	 	 	 市外中学生…1,000円

	 ◯5㎞
	 	 定　員：	1,000名
	 	 参加料：	3,000円（高校生1,500円）

【申し込み方法】	
� 《市内小・中学生》
� 　�9月初旬に各小・中（義務教育）学校から参加者募集チラシが配

布されます。参加申し込み書に必要事項を記入し、参加料を添
えて各学校へお申し込みください。

� ・申し込み締め切り日：9月21日（金）

� 《市外小・中学生および高校生以上》
� 　インターネットまたは電話による申し込みとなります。
	 　※大会事務局窓口での受け付けはありません。
� 　●インターネットによる申し込み
	 　　①大会ホームページ……http://kasa-mara.jp/
	 　　②ランネット……………http://runnet.jp/
	 　　③スポーツエントリー…http://www.sportsentry.ne.jp/
� 　●電話による申し込み
	 　　スポーツエントリー……TEL	0570-039-846
	 　　　　　　　　　　　　　（平日の午前10時～午後5時30分）

【申し込み・問い合わせ】	
	 かさま陶芸の里ハーフマラソン大会事務局
　�（笠間市教育委員会スポーツ振興課内）
� TEL�0296-77-1101（内線392）
� FAX�0296-71-3220　
� E-mail：sports@city.kasama.lg.jp

【会場】	笠間芸術の森公園
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参加チーム募集

2018
かさま市民

運動会

【種目】
	◯大玉転がし
		 	学校・男女を問わず、6名（3ペア）で
大玉を転がすリレー

		 対象：小学1～3年生

	◯小学生リレー
		 	学校・男女を問わず、4名（各100m）
によるリレー

		 対象：小学4～6年生

	◯中学生リレー（女子）
		 	学校を問わず、4名（各100m）に
よるリレー

		 対象：中学生

	◯中学生リレー（男子）
		 	学校を問わず、4名（各200m）に
よるリレー

		 対象：中学生

	◯二人三脚リレー
		 	男女を問わず、6名（3ペア各100m）
による二人三脚リレー

		 対象：中学生以上

	◯グループ対抗リレー
		 	男子3名、女子2名（男子200m、
女子100m）によるリレー

		 対象：高校生以上

【申し込み・問い合わせ】スポーツ振興課（内線392）

　すべて、予選、決勝を予定しています。
詳しくはスポーツ振興課までお問い合わせください。

　今年も恒例の市民運動会を開催します。小学生から大
人まで参加できますので、ぜひたくさんのご応募をお待
ちしています。
　当日は地元グルメも大集合します。
　皆で力を合わせて、優勝をねらえ！

◇シャトルバスをご利用ください。
　	会場までのシャトルバスを運行します。
ぜひご利用ください。笠間市役所・岩間
支所・市民体育館から運行する予定です。

【期日】	10月13日（土）
	 ※予備日…10月14日（日）

【会場】	笠間市総合公園
	 芝生スポーツ広場
	 （サッカー場）
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A
部
門（
小
学
1
～
3
年
生
）

◇
特
別
賞

　

該
当
な
し

◇
優
秀
賞

　

杉す
ぎ
た田　

元げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎	（
笠
間
小
2
年
）

　

川か
わ
ま
つ松　

咲さ

希き	

（
北
川
根
小
2
年
）

　

佐さ
と
う藤　

蒼そ
お
ま将	

（
岩
間
一
小
2
年
）

　

徳と
く
む
ら村　

明あ
す
か
日
香	（
宍
戸
小
3
年
）

◇
選
奨

　

塩し
お
は
た畑　

愛ま
な	

（
岩
間
二
小
3
年
）

　

大お
お
つ津　

愛あ
い
り莉	

（
み
な
み
学
園
3
年
）

　

元も
と
き木　

優ゆ

里り
か香	（
岩
間
一
小
2
年
）

　

山や
ま
も
と本　

千ち

恵え	

（
岩
間
一
小
2
年
）

　

茂も

木ぎ　

優ゆ

理り

菜な	（
岩
間
一
小
2
年
）

　

菊き
く
ち池　

竜り
ゅ
う
せ
い静	

（
宍
戸
小
3
年
）

B
部
門（
小
学
4
～
6
年
生
）

◇
特
別
賞

茨
城
新
聞
社
長
賞

　

杉す
ぎ
た田　

美み
さ
き咲	

（
笠
間
小
4
年
）

笠
間
市
教
育
長
賞

　

新に
い
ほ
り堀　

達た
つ
や也	

（
友
部
小
6
年
）

茨
城
工
芸
会
長
賞

　

小お
じ
ま島　

光ひ
か
る琉	

（
友
部
小
6
年
）

◇
優
秀
賞

　

戸と
だ田
せ
ん
り	

（
大
原
小
6
年
）

◇
選
奨

　

福ふ
く
の野　

裕ゆ
た

悠か	

（
笠
間
小
4
年
）

　

福ふ
く
だ田　

遥は
る

翔と	

（
友
部
二
小
4
年
）

　

岡お
か

﨑ざ
き　

涼り
ょ
う	

（
友
部
二
小
4
年
）

　

栗く
り
は
ら原　

詠え

凪な	
（
友
部
二
小
4
年
）

　

清し
み
ず水　

玲れ

心ん	
（
み
な
み
学
園
5
年
）

　

大お
お
か
わ
ら

川
原　

陽ひ

菜な	（
み
な
み
学
園
6
年
）

　

荒あ
ら
か
わ川　

瑠り

麻お	

（
友
部
小
6
年
）

　

中な
か
の野　

葵あ
お
い	

（
友
部
小
6
年
）

　

君き
み
つ
か塚　

冬と
も
え萌	

（
友
部
小
6
年
）

　

関せ
き
も
と本　

優ゆ
り里	

（
友
部
小
6
年
）

　

高た
か
さ
か坂　

悠ゆ
う

希き	

（
友
部
小
6
年
）

　

村む
ら
せ瀬　

絢あ
や

香か	

（
友
部
小
6
年
）

　

久く
ぼ保　

樹た
つ

哉や	

（
友
部
小
6
年
）

　

小お
ぬ
ま沼　

愛あ
い
り里	

（
友
部
小
6
年
）

　

大お
お
つ
か塚　

陸り
く	

（
友
部
小
6
年
）

C
部
門（
中
学
生
）

◇
特
別
賞

茨
城
新
聞
社
長
賞

　

枝え
だ
か
わ川　

結ゆ
い
ね音	

（
友
部
中
2
年
）

笠
間
日
動
美
術
館
館
長
賞

　

松ま
つ
き木　

乃の

理り

夏か	（
笠
間
中
3
年
）

◇
優
秀
賞

　

杉す
ぎ
や
ま山　

唯ゆ
う

海み	

（
笠
間
中
3
年
）

　

河か
わ
ま
た又　

亜あ
み実	

（
笠
間
中
2
年
）

　

川か
わ
ま
た俣　

颯さ
や

香か	

（
笠
間
中
2
年
）

　

小こ
ば
や
し林　

佳か

暖の
ん	

（
笠
間
中
2
年
）

◇
選
奨

　

柳や
な
ぎ
だ田　

優ゆ
う

希き	

（
岩
間
中
3
年
）

　

小こ
ば
や
し林　

も
え	

（
岩
間
中
2
年
）

　

早は
や

戸と　

琉り
ゅ
う雅が	

（
岩
間
中
2
年
）

　

田た
や
ま山　

陽ひ

向な
た	

（
み
な
み
学
園
8
年
）

　

泉い
ず
み　

く
る
み	

（
み
な
み
学
園
9
年
）

　

福ふ
く
ち地　

倖こ
う

大だ
い	

（
み
な
み
学
園
9
年
）

　

石い
し
い井　

千ち
せ生	

（
笠
間
中
2
年
）

　

山や
ま
ぐ
ち口　

夢ゆ
り莉
愛あ	（
笠
間
中
2
年
）

　

二に

平へ
い　

純じ
ゅ
ん
な菜	
（
笠
間
中
2
年
）

　

瀧た
き
も
と本　

亘わ
た
る	

（
笠
間
中
2
年
）

　

宮み
や

ノの
ま
え前　

琉り
ゅ
う	

（
笠
間
中
2
年
）

　

馬ば
ば場　

菜な
つ
み摘	

（
笠
間
中
2
年
）

　

中な
か
の野　

綾あ
や
ね音	

（
笠
間
中
2
年
）

　

奥お
く
が
わ川　

唯ゆ
い
と斗	

（
稲
田
中
1
年
）

《
敬
称
略
》

第
18
回 

全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
in
か
さ
ま

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
内
小
中
学
校
入
賞
者

【問い合わせ】生涯学習課（内線382）

第
18
回 

全
国
こ
ど
も
陶
芸
展

　
　
　 

in
か
さ
ま
　
開
催
中

　
全
国
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
中

か
ら
、
入
賞
作
品
1
5
0
点
と
中

学
3
年
生
の
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
の
創
造
力
豊

か
な
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
期　
間
】

　
8
月
30
日（
木
）ま
で

　
　
※
月
曜
日
休
館

　
　
※
8
月
13
日（
月
）は
開
館

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
　（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）

【
場　
所
】

　
茨
城
県
陶
芸
美
術
館

　
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　（
笠
間
市
笠
間
2
3
4
5
）

　
※
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
入
場
無
料
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自
然
豊
か
な
北
山
公
園
で
笠
間
市
C
I
R
・
A
E
T（
国
際

交
流
員
・
英
語
指
導
助
手
）と
お
も
い
っ
き
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

海
外
の
方
と
交
流
し
な
が
ら
英
語
に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
！
英
語
が
苦
手
な
方
も
大
歓
迎
で
す
。
気
軽
に
ご
家
族
や

お
友
達
を
誘
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】9
月
1
日（
土
）午
前
11
時
〜
午
後
2
時
30
分

【
場
　
所
】北
山
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

	

（
笠
間
市
平
町
1
4
1
6
―
1
）

【
講
　
師
】	 ・
C
I
R
…
イ
ア
ン
さ
ん

	

・
A
E
T
…�

チ
ャ
ー
ル
ズ
さ
ん
、
デ
ィ
ー
ン
さ
ん
、

ジ
ェ
イ
コ
ブ
さ
ん
、
グ
ラ
ム
さ
ん

【
対
　
象
】�市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
18
歳
以
上
の
方

　	

（
18
歳
未
満
の
場
合
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

【
定
　
員
】20
名（
先
着
順
）

【
参
加
費
】�1,
5
0
0
円

	

（
小
学
生
…
1,
0
0
0
円
、
未
就
学
児
…
無
料
）

　	

※
当
日
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　	

※�

キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
8
月
27
日（
月
）ま
で
必

ず
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　�

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
①
氏

名�

②
住
所�

③
年
齢�

④
性
別�

⑤
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

【
申
し
込
み
期
限
】

　
8
月
24
日（
金
）

　

ご
み
出
し
用
の
コ
ン
テ
ナ
を
持
ち
運
ぶ
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
世

帯
を
対
象
に
、「
不
燃
ご
み
収
集
袋
」「
資
源
物
収
集
袋
」
に
よ
る
ご
み
出
し
支
援
事
業
を
開
始
し

ま
す
。

　

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

　
①
世
帯
員
す
べ
て
が
65
歳
以
上
で
あ
る
世
帯

　
②�

世
帯
員
す
べ
て
が
身
体
障
が
い
者（
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
）の
世
帯

　
③�

そ
の
他
、
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
ご
み
の
持
ち
運
び
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

　
※
詳
細
は
環
境
保
全
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
け
付
け
開
始
】

　
9
月
3
日（
月
）か
ら

　
※�
申
請
書
は
、
環
境
保
全
課
・
各
支
所
地
域
課
で
配
布

し
ま
す
。

【
ご
み
処
理
手
数
料
】

　
不
燃
ご
み
収
集
袋
…
1
枚�

40
円

　
資
源
物
収
集
袋
…
…
1
枚�

20
円

【
申
請
方
法
】

　
①�

環
境
保
全
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
の
窓
口
に
申
請
い
た
だ
き
、
そ
の
場
で
審
査
を
行
い

ま
す
。
対
象
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
そ
の
場
で
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

　
　
○�

申
請
時
に
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の

　
　
　
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳（
身
体
障
が
い
者
の
方
の
み
）

　
　
※�

本
人
以
外
の
申
請
は
可
能
で
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

　
②�

ご
み
処
理
手
数
料
を
納
入
い
た
だ
き
、
収
集
袋
を
交
付
し
ま
す
。

　
　
※�

収
集
袋
は
、
環
境
保
全
課
・
各
支
所
地
域
課
の
み
で
取
り
扱
い
、
一
般
の
販
売
店
で
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
活
動
課（
内
線
1
3
3
）

　
F
A
X		

0
2
9
6
―
77
―
1
3
9
0

　
メ
ー
ル		katsudo@

city.kasam
a.lg.jp

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
開
催
し
ま
す

高
齢
者
等
世
帯
を
対
象
に

収
集
袋
に
よ
る
ご
み
出
し
支
援
を
開
始
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】	環
境
保
全
課（
内
線
1
2
7
）・
笠
間
支
所
地
域
課（
内
線
7
2
1
1
5
）

	

岩
間
支
所
地
域
課（
内
線
7
3
1
1
5
）

収集袋のイメージ
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7
月
15
日
（
日
）、
グ
ラ
ン
デ
ィ
那
須

白
河
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ（
福
島
県
西
郷
村
）

で
行
わ
れ
た
、
第
16
回
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
対
抗
戦
J
G
T
O
カ
ッ
プ
全
国
大
会

で
、
岩
間
三
小
が
日
本
一
に
輝
き
ま
し

た
。

　

市
内
か
ら
は
岩
間
三
小
を
含
む
4
校

が
参
戦
し
、
北
川
根
小
（
6
位
）、
友
部

小
（
11
位
）、
大
原
小
（
17
位
）
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
2
位
に
は
7
打
差
を

つ
け
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
岩
間
三

小
に
対
し
、
山
口
市
長
は
「
ま
た
ひ
と

つ
笠
間
か
ら
日
本
一
と
い
う
記
録
が
生

ま
れ
て
、
本
当
に
素
晴
ら
し
く
、
誇
り

に
思
い
ま
す
。」と
子
ど
も
た
ち
に
喜
び

を
伝
え
ま
し
た
。

岩
間
第
三
小
学
校
が

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
で
日
本
一日本一に輝いた選手の皆さん

　

6
月
2
日
、
3
日
に
大
阪
で
行
わ
れ

た
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク（
ラ
ン
バ
イ
ク
）

国
内
最
大
級
の
レ
ー
ス
、「
ス
ト
ラ
イ

ダ
ー
カ
ッ
プ
2
0
1
8
」
で
優
勝
し
た

村む
ら
か
み上
詩う
た大
く
ん
5
歳
が
、
市
に
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

詩
大
く
ん
は
、
さ
く
ら
幼
稚
園
の
年

長
さ
ん
で
1
歳
の
頃
か
ら
ラ
ン
バ
イ
ク

に
乗
り
始
め
、
2
歳
で
レ
ー
ス
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
「
楽
し
い
と
思
っ
て
や

る
こ
と
が
、
上
達
の
早
道
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

ね
。」と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
詩
大
く
ん

は
レ
ー
ス
で
全
国
に
遠
征
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

が
ん
ば
れ
詩
大
く
ん
。
応
援
し
て
い

ま
す
。

ラ
ン
バ
イ
ク
選
手

村
上
詩
大
君
が

最
年
少
表
敬
訪
問

左から、山口市長、詩大くん

　

笠
間
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
と

し
て
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
10
年
以
上

従
事
し
て
い
る
隊
員
の
小お

ぬ
き貫
憲け
ん

さ
ん
と

坂さ
か
が
み上
喜よ
し
ま
さ優
さ
ん
に
、
市
か
ら
感
謝
状
の

贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
隊
員
の
方
に
対
し
「
イ
ノ

シ
シ
の
被
害
は
全
国
的
に
多
く
、
農
作

物
が
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
話
し
ま

し
た
。

　

同
隊
で
は
農
作
物
等
へ
の
被
害
防
止

の
た
め
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
実
施
隊
で
は
、
イ
ノ
シ
シ

1
1
9
頭
、
カ
ラ
ス
1
3
4
羽
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
19
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

笠
間
市
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
隊
員
へ

感
謝
状
を
贈
呈

左から、副隊長の鈴
すずき
木さん、山口市長、坂上さん、

小貫さん、隊長の大
お お す が
須賀さん

　

5
月
17
日
（
木
）、
茨
城
県
庁
に
お
い

て
茨
城
県
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指

導
士
感
謝
状
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
、
指

導
士
と
し
て
10
年
以
上
尽
力
さ
れ
た

富と
み
た田
ケ
イ
さ
ん
と
遠え
ん
ど
う藤
幸さ
ち
こ子
さ
ん
が
知

事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
と
し
て
、
地
域
の
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に

対
し
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
ほ
か

に
も
、
佐さ

さ
き々木
通み
ち
こ子
さ
ん
、
樋ひ
ぐ
ち口
幸さ
ち
こ子

さ
ん
、
小こ

い
け池
正ま
さ
こ子
さ
ん
、
廣ひ
ろ
せ瀬
斐よ
し
こ子
さ

ん
が
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
管
理
者
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
感
謝
状
を
受
賞

左から、遠藤さん、富田さん
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6
月
19
日
、
市
で
は
笠
間
飲
食
店
組

合（
82
店
舗
加
入
：
池い

け
だ田
富と
み
き
ち吉
組
合
長
）

と
、
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
、

飲
食
物
の
提
供
や
調
理
師
の
派
遣
お
よ

び
炊
き
出
し
を
行
う
な
ど
支
援
協
力
を

し
て
も
ら
え
る
よ
う
支
援
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　

締
結
に
あ
た
り
、
市
長
は
「
災
害
対

策
の
一
つ
と
し
て
食
に
関
す
る
協
定
を

結
べ
た
の
は
大
き
な
成
果
。
緊
急
時
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
危
機
管
理
意

識
を
高
め
て
い
く
。」
と
話
し
、
池
田
組

合
長
は
「
組
合
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

市
民
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
。
少

し
で
も
恩
返
し
し
た
い
と
こ
の
協
定
締

結
に
至
っ
た
。
い
つ
で
も
速
や
か
に
動

け
る
体
制
を
つ
く
り
、
何
事
も
前
向
き

に
進
め
た
い
。」と
思
い
を
コ
メ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
一
人
ひ
と
り
が

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
て
準
備
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

6
月
15
日（
金
）、「
ま
ち
づ
く
り
と

景
観
を
考
え
る
全
国
大
会
」
に
お
い
て
、

笠
間
稲
荷
門
前
通
り
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
取
り
組
む「
笠
間
の
ま
ち
と
通
り
の
こ

れ
か
ら
を
み
ん
な
で
考
え
る
会（
通
称
：

か
さ
ま
ち
考
）」
が
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
全
国
30

団
体
の
一
つ
と
し
て「
平
成
30
年
度
ま
ち

づ
く
り
月
間
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
国
土

交
通
大
臣
表
彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

笠
間
稲
荷
門
前
通
り
の
道
路
整
備
方

針
や
街
並
み
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
、「
笠
間
朱
色
」
に
よ
る
景
観
づ
く

り
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
功
労
者

国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞

被
災
さ
れ
た
方
の
た
め
に

無
償
に
よ
る
支
援
協
力

　

平
成
22
年
6
月
か
ら
平
成
30
年
6
月

ま
で
8
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
笠
間
市

選
挙
管
理
委
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

た
、
芳
賀
委
員
と
田
中
委
員
が
全
国
市

区
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
、
市
町
村
委
員

会
の
委
員
と
し
て
、
委
員
会
の
運
営
、

各
種
選
挙
の
管
理
執
行
に
つ
い
て
、
著

し
い
功
績
が
あ
り
、
ま
た
、
明
る
く
正

し
い
選
挙
の
推
進
の
た
め
に
積
極
的
に

努
力
し
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

笠
間
市
選
挙
管
理
委
員

2
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

7
月
6
日
（
金
）、
B
M
X
で
活
躍
す

る
浦う

ら

井い

健け
ん

芯し
ん

く
ん
（
友
部
中
1
年
）
が
、

市
長
室
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
昨
年

国
内
ポ
イ
ン
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
で
3
位
以

内
に
入
り
、
大
会
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
に

選
ば
れ
、
6
月
2
日
か
ら
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
共
和
国
バ
ク
ー
で
開
催
さ
れ
た

B
M
X
世
界
選
手
権
大
会
に
出
場
し
そ

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
予
選
を
突
破
し
、
ド
イ
ツ

や
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
選
手
と

争
っ
た
準
々
決
勝
レ
ー
ス
で
残
念
な
が

ら
敗
退
し
ベ
ス
ト
8
で
し
た
。

　

浦
井
君
は
「
B
M
X
レ
ー
ス
は

2
0
0
8
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か

ら
正
式
種
目
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
パ

リ
五
輪
出
場
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

B
M
X
で
世
界
へ
挑
戦
！

かさまち考の皆さん
左から、富田さん、山田さん、山口市長、

沼田さん、岡井さん

左から、副組合長の平
ひらと
戸常

つねお
夫さん、

組合長の池田富吉さん、
山口市長、書記の長

は せ が わ
谷川義

よしあき
明さん

左から、芳賀委員、田中委員

レース用自転車を
前にポーズをとる
左から浦井君、

山口市長
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ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
・

ソ
ン
ラ
省
の
職
員
D
O 

N
G
O
C 

T
U
（
ド
ウ 

ヌ
ゴ
ッ 

ト
ゥ
）
さ
ん

が
、
笠
間
市
協
力
交
流
研
修
員
に

着
任
し
ま
し
た
。

　

ト
ゥ
さ
ん
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
12

年
間
農
業
行
政
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

来
年
の
3
月
末
ま
で
、
日
本
の

農
業
技
術
や
笠
間
市
の
農
業
行
政

を
学
ぶ
た
め
、
笠
間
市
農
政
課
お

よ
び
笠
間
市
農
業
公
社
で
研
修
を

行
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
研
修
内
容
に
つ
い
て

 　
市
内
農
園
や
加
工
業
者
お
よ
び

農
業
研
究
機
関
な
ど
で
、
実
習
を

中
心
に
、
野
菜
・
果
実
類
の
栽
培

技
術
や
、
有
機
農
業
・
減
農
薬
栽

培
の
技
術
、
農
業
の
普
及
・
教
育

方
法
な
ど
、
幅
広
く
学
ん
で
い
き

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】農
政
課（
内
線
5
2
8
）

【
問
い
合
わ
せ
】農
政
課（
内
線
5
2
6
）

プロフィール
　ベトナム社会主義共和国・ソン
ラ省出身の34歳。
　ベトナムでは、ソンラ省の農作
物生産部の部長を務め、ソンラ省
の農作物生産指導者への指導や、
政策策定に取り組んできました。

D
ド ウ
O  N

ヌ ゴ ッ
GOC  T

ト ゥ
U

笠
間
市
協
力
交
流
研
修
員
に

ト
ゥ
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
！

笠
間
市
の
す
べ
て
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

私
は
こ
こ
で
多
く
を
学
び
、
探
求
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

栗
畑
の
規
模
拡
大
や
果
樹
の
改
植
作
業
を
支
援
し
ま
す

　

笠
間
市
は
栗
や
梨
、
ぶ
ど
う
等
、
良
質
な
果
樹
の
産
地
で
す
。

　

市
（
国
）
で
は
、
今
後
も
果
樹
産
地
と
し
て
維
持
発
展
し
て
い
く
た
め
、
優
良
品
種
へ
の
改
植
作
業
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
放
任
園
地
に
な
る
前
の
栗
畑
を
集
積
し
、
面
積
拡
大
を
図
る
な
ど
、
意
欲
的
に
果
樹
生
産
に
取
り
組
む
方

へ
の
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
募
集
に
つ
い
て
は
、
締
め
切
り
が
8
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
目
　
　
的
】	 �優
良
品
目
・
品
種
へ
の
転
換
、

園
地
整
備
等
に
よ
る
果
樹
生
産

の
産
地
振
興
を
図
る
。

【
対
象
者
】	 �

農
振
農
用
地
区
内
で
改
植
事

業
を
行
う
農
業
者

【
対
象
経
費
】	 苗
代
、
改
植
関
連
等
の
費
用

【
補
助
額
】	

1
7
0,
0
0
0
円
／
10
a

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

国
費

【
目
　
的
】	

規
模
拡
大
を
目
指
す
栗
生
産
者
を
支
援
す
る
。

【
対
象
者
】	 �

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
ま
た
は
栗
生
産
規
模
拡
大
支
援
事
業
の
決
定

を
受
け
た
農
業
者

【
補
助
額
】ヘ
ル
パ
ー
に
支
払
う
賃
金
の
1
／
2（
1
人
あ
た
り
上
限
3,
0
0
0
円
）
	

�

10
a
以
上
50
a
未
満
の
規
模
拡
大
の
と
き
1
人
対
象
。
50
a
増
や
す
ご

と
に
1
人
ず
つ
対
象
者
を
増
加

栗
農
家
ヘ
ル
パ
ー
活
用
支
援
事
業

市
費

【
目
　
　
的
】	 �

放
任
園
地
に
な
り
そ
う
な
栗
畑
等
を
引
き
継

ぎ
、
栗
畑
の
集
積
・
規
模
拡
大
を
図
る
。

【
対
象
者
】	 �

農
振
農
用
地
以
外
の
栗
畑
を
現
在
所
有
す
る

栗
畑
よ
り
10
a
以
上
規
模
拡
大
す
る
農
業
者

【
対
象
経
費
】	
施
肥
・
改
植
等
の
費
用

【
補
助
額
】	 �
改
植
を
伴
わ
な
い
栗
畑
2
5,
0
0
0
円
／

10
a
、整
地
や
改
植
を
伴
う
栗
畑
5
0,
0
0
0

円
／
10
a

栗
生
産
規
模
拡
大
支
援
事
業

市
費
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6
月
23
日
付
で
、
髙た
か
や
す安 

行ゆ
き
お男
さ
ん
（
再
任
）
が
笠
間
市
等
公
平
委
員

会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任  

期
6
月
23
日
か
ら
4
年
間

　

公
平
委
員
会
の
委
員
は
、
人
格
が
高

潔
で
、
地
方
自
治
の
本
旨
お
よ
び
民
主

的
で
能
率
的
な
事
務
の
処
理
に
理
解
が

あ
り
、
人
事
行
政
に
関
し
識
見
を
有
す

る
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
主
に
、

職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要

求
お
よ
び
職
員
に
対
す
る
不
利
益
処
分

に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
審
査
し
、
こ

れ
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
な

ど
の
事
務
を
処
理
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
第
2
回
笠
間
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、今

い
ま
い
ず
み
ひ
ろ
し

泉
寛
さ
ん（
再
任
）

を
教
育
長
に
、鳥と

り

羽は
た田 
信し
ん

さ
ん（
新
任
）

を
教
育
委
員
に
任
命
す
る
議
案
に
つ

い
て
議
会
の
同
意
が
得
ら
れ
、
6
月

24
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

　
任  

期
6
月
24
日
か
ら

	

3
年
間（
教
育
長
）

	

4
年
間（
教
育
委
員
）

　

教
育
長
お
よ
び
教
育
委
員
は
、
人

格
が
高
潔
で
、
教
育
行
政
に
関
し
識

見
を
有
す
る
人
た
ち
の
中
か
ら
、
市

長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま

す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
と
４
人

の
教
育
委
員
に
よ
る
合
議
制
の
執
行

機
関
で
、
教
育
長
は
、
教
育
委
員
会

の
会
務
を
総
理
し
、
教
育
委
員
会
を

代
表
し
ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
の
結
果
、
委
員
長 

栗く
り
は
ら原 

英ひ
で
お男
さ
ん（
再
任
）、委
員
長
職
務
代
理
者 

江え
ば
た幡 

義よ
し

孝た
か

さ
ん（
再

任
）、委
員 

井い
ぐ
ち口 

清き
よ
しさ
ん（
新
任
）、委
員 

鈴す
ず
き木 

佐さ
ち
こ
知
子
さ
ん（
新
任
）

の
4
名
が
笠
間
市
選
挙
管
理
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
笠
間
市
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
に
、
滝た

き
た田 

均ひ
と
しさ
ん
（
再

任
）、
川か

わ

﨑さ
き 

幸ゆ
き

良よ
し

さ
ん
（
再
任
）、 

萩は
ぎ
の
や

野
谷 

睦む
つ
お男
さ
ん
（
再
任
）、

岡お
か
い井 

俊と
し

博ひ
ろ

さ
ん
（
再
任
）
の
4
名
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

組  

織		

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
議
会
で
選
挙
さ
れ
た
4
人
の
委

員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
る
機
関
で
す
。

�	

（�

地
方
自
治
法
第
1
8
1
条
第
2
項
、
第
1
8
2
条
第
1

項
）

�	
�

ま
た
、
議
会
は
委
員
の
選
挙
の
際
、
同
時
に
委
員
と
同

数（
4
人
）の
補
充
員
を
選
挙
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

	

（�

地
方
自
治
法
第
1
8
2
条
第
2
項
）

　
任  

期
6
月
6
日
か
ら
4
年
間

　

職  

務		

主
な
職
務
と
し
て
、
市
長
、
市
議
会
議
員
、
財
産
区
議

会
議
員
、
土
地
改
良
区
の
総
代
選
挙
の
選
挙
を
管
理
す

る
ほ
か
、
国
政
選
挙
や
県
知
事
、
県
議
会
議
員
等
の
選

挙
事
務
を
行
い
ま
す
。

◇�

笠
間
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び

　
同
補
充
員
の
紹
介

　

6
月
23
日
付
で
、
仙せ
ん
ば波 

操み
さ
おさ
ん
（
新
任
）
が
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
任  

期
6
月
23
日
か
ら
4
年
間

　

監
査
委
員
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
市

の
財
務
管
理
や
事
業
の
経
営
管
理
そ
の

他
行
政
運
営
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る

人
お
よ
び
市
議
会
議
員
の
中
か
ら
選
ば

れ
ま
す
。
主
に
、
市
の
財
務
に
関
す
る

事
務
の
執
行
お
よ
び
市
の
経
営
に
係
る

事
業
の
管
理
が
、
合
理
的
か
つ
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
監
査
し
ま
す
。

◇
監
査
委
員
の
紹
介

◇�

笠
間
市
等
公
平
委
員
会
委
員
の
紹
介

髙安委員

鈴木委員

江幡委員長
職務代理者

栗原委員長

井口委員

◇
教
育
長
お
よ
び

　
教
育
委
員
の
紹
介

今泉教育長鳥羽田教育委員

【問い合わせ】笠間市選挙管理委員会（内線206）

仙波委員
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5
月
22
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
笠

間
市
民
体
育
館
に
千
葉
県
浦
安
市
立

富
岡
中
学
校
の
2
年
生
1
5
7
名
が

4
台
の
バ
ス
に
乗
っ
て
到
着
し
ま
し

た
。「
笠
間
ふ
れ
あ
い
体
験
旅
行
」
に

訪
れ
た
中
学
生
で
す
。
出
迎
え
た
の

は
市
内
の
49
軒
の
民
家
の
皆
さ
ん
。

　
「
対
面
式
」
で
は
市
長
か
ら
熱
烈
な

歓
迎
の
言
葉
を
頂
き
、
3
～
4
名
ご

と
に
民
家
の
皆
さ
ん
と
対
面
を
し
て

各
家
に
移
動
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

が
行
っ
た
体
験
は
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘

り
、ゴ
マ
の
播
種
、ぶ
ど
う
の
手
入
れ
、

梅
の
収
穫
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
マ
ル
チ
が

け
、
竹
や
ぶ
整
備
、
川
遊
び
、
手
び

ね
り
、窯
元
の
手
伝
い
、ピ
ザ
づ
く
り
、

座
禅
、
写
経
、
浴
衣
の
着
付
け
、
合

気
道
体
験
、
カ
フ
ェ
の
手
伝
い
、
団

子
作
り
、
茶
道
体
験
、
里
山
散
策
」
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

体
験
が
終
了
し
て
門
前
通
り
に
集

合
し
た
生
徒
た
ち
に
感
想
を
聞
く
と
、

目
を
輝
か
せ
て
「
と
っ
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
！
」
と
口
々
に
言
っ
て
く
れ
ま

す
。
知
ら
な
い
土
地
で
の
温
か
い
心

の
交
流
や
都
会
で
は
で
き
な
い
体
験

は
ず
っ
と
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
度
は
こ
の
学
校
を
含
め
、
合

計
4
校
約
6
0
0
人
の
中
学
生
が
笠

間
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
体
験

旅
行
を
き
っ
か
け
に
6
月
か
ら
開
始

さ
れ
た
、
民
泊
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
学
生
と
の
ふ
れ
あ
い
が
ま
ち
を
元
気
に
し
ま
す
！

活動報告 No.
60

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大お
お
つ
ぼ坪

　
桂か

つ
ら（

64
歳
）�

船
橋
市
よ
り
移
住

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年
度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲
ある人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力
の維持・強化を目的とした支援活動を行うも
のです。
ブログやフェイスブックもご覧ください

ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
Facebook▶http://www.facebook.com/

Kasamartowa
【問い合わせ】まちづくり推進課（内線538）

地域おこし協力隊とは

1

2

456

78

3

1対面式の様子　2ドラ弁試食　3やぎと触れ合う　4大坪隊員
5収穫した野菜に目を輝かせる子ども達　6まんじゅう作りに挑戦
7ロクロに夢中　8アスパラガス収穫
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笠
間
市
住
吉
の
教
住
寺
脇
の
共
同
墓
地
に
宍

戸
朝
重
供
養
碑
が
あ
り
ま
す
。
宍
戸
氏
、
上
野

氏
の
子
孫
が
建
立
し
た
も
の
で
、
傍
ら
に
三
基

の
五
輪
石
塔
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

宍
戸
朝
重
は
、
知と
も

時と
き

の
嫡
男
と
し
て
鎌
倉
時

代
末
期
の
徳
治
元
年
（
一
三
〇
六
）
に
生
れ
、

貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
に
五
七
歳
で
波
瀾
の

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
、
建

武
の
新
政
、
南
北
朝
争
乱
と
激
動
の
時
代
で
し

た
。
こ
の
混
乱
期
に
宍
戸
氏
は
、
小こ
づ
る鶴
荘し
ょ
うの
西

半
分
（
旧
友
部
・
岩
間
町
域
）
を
領
有
し
、
荘

名
も
宍
戸
荘
に
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

朝
重
は
、
史
料
や
宍
戸
氏
系
図
に
は
、

朝と
も
さ
と里
・
朝と
も
い
え家
と
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
弘

三
年
（
一
三
三
三
）
五
月
、
足
利
尊た
か

氏う
じ

に
従
い
、

京
都
の
六ろ
く
は
ら
た
ん
だ
い

波
羅
探
題
攻
め
に
加
わ
り
、
鎌
倉
幕

府
滅
亡
に
功
を
あ
げ
ま
し
た
。
後ご

醍だ
い
ご醐
天
皇
の

新
政
は
、
公
武
二
元
的
な
機
構
で
、
公
家
を
優

遇
し
た
た
め
、
武
家
の
反
発
が
強
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
七
月
、
旧
鎌
倉
幕

府
執
権
北
条
高
時
の
遺
児
時と
き
ゆ
き行

が
、
新
政
に
叛
旗
を
ひ
る
が
え

し
鎌
倉
を
占
拠
し
ま
し
た
（
中

先
代
の
乱
）。
京
都
に
い
た
尊

氏
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
許
し
を

得
な
い
で
鎌
倉
に
向
い
、
北
条

時
行
を
破
り
鎌
倉
に
居
座
り
ま

し
た
。

　

後
醍
醐
天
皇
は
、
尊
氏
を
謀

叛
の
疑
い
あ
り
と
し
て
、
新
田

義
貞
を
将
と
す
る
追
討
軍
を
派
遣
し
ま
し
た
。

尊
氏
は
新
政
に
不
満
を
抱
く
関
東
武
士
を
糾
合

し
て
、
箱
根
竹
の
下
で
新
田
軍
を
破
り
、
敗
走

す
る
義
貞
を
追
っ
て
入
京
し
ま
し
た
。し
か
し
、

新
田
軍
・
北
畠
顕あ
き
い
え家
軍
と
京
都
市
中
で
戦
い
敗

北
し
て
九
州
ま
で
逃
れ
ま
し
た
。
九
州
で
勢
力

を
挽
回
し
た
尊
氏
は
、
再
び
京
都
を
目
指
し
、

兵
庫
湊
川
で
楠
木
正
成
を
敗
死
さ
せ
、

持じ
み
ょ
う
い
ん
と
う

明
院
統
の
光こ
う

厳ご
ん

上
皇
を
擁
立
し
て
（
北
朝
）

政
権
を
握
り
、
建
武
式
目
を
制
定
、
室
町
幕
府

を
開
き
ま
し
た
。

　

宍
戸
朝
重
は
、
佐
竹
義
貞
ら
と
尊
氏
の
元
に

馳
せ
参
じ
、
箱
根
・
京
都
・
九
州
・
湊
川
と
転

戦
し
、
か
ず
か
ず
の
軍
功
を
挙
げ
、
恩
賞
と
し

て
、
従
五
位
上
・
安
芸
守
に
叙
任
さ
れ
、
安
芸

国
甲こ
う

立た
ち

荘
（
広
島
県
高
田
郡
）
を
賜
り
ま
し
た
。

朝
重
は
こ
こ
に
五ご
り
ゅ
う
じ
ょ
う

龍
城
を
築
き
、
安
芸
宍
戸
氏

の
祖
と
な
り
ま
し
た
。
五
龍
城
の
西
に
は
毛
利

氏
の
郡
山
城
が
あ
り
ま
し
た
。

　

足
利
尊
氏
の
与
力
と
し
て
活
躍
し
た
宍
戸
氏

は
、
宍
戸
荘
を
支
配
し
、
貞
和
二
年
（
正
平
元
、

一
三
四
六
）、
安あ
ご侯
郷
内
の
住

吉
に
教
住
寺
（
時
宗
）
を
建
立

し
、
ま
た
、
湯
崎
城
を
築
き
ま

し
た
。

　

朝
重
の
四
人
の
子
供
は
、
鎌

倉
府
の
奉
公
衆
・
御
所
奉
行
と

し
て
鎌
倉
公
方
の
信
任
厚
く
、

宍
戸
の
名
を
関
東
に
轟
か
せ
ま

し
た
。（

市
史
研
究
員　

南み
な
み 

秀ひ
で
と
し利
）

笠
間
の

歴
史
探
訪

宍し

し

ど戸
朝と

も

し

げ重
供
養
碑

43

住吉共同墓地の宍戸朝重供養碑

健康ホットライン

皆
さ
ん
は
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
馴
染
み
の

な
い
言
葉
で
す
の
で
、
知
ら
な
い
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
は（
赤
ち
ゃ
ん
を
）
授
か
る
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
と
い
う
こ
と
は
赤
ち
ゃ

ん
を
授
か
る
前
か
ら
健
康
ケ
ア
を
行

う
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
女
性

と
パ
ー
ト
ナ
ー
が
将
来
の
妊
娠
を
考

え
な
が
ら
、
か
ら
だ
の
調
子
を
整
え
、

準
備
す
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
妊
娠
前（
妊
娠
後

で
は
遅
い
の
で
、
前
か
ら
が
大
事
！
）

か
ら
十
分
量
の
葉
酸
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
摂
取
し
た
り
、
麻
疹
や
風
疹
な
ど

の
ワ
ク
チ
ン
の
中
で
必
要
な
も
の
を

正
し
く
選
ん
で
接
種
し
た
り
、
禁
煙

を
し
た
り
…
と
た
く
さ
ん
の
ケ
ア
が

含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ケ
ア
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
母
体
の
健
康
が
守

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
流
産
や
早
産
、

奇
形
や
障
害
の
発
生
・
低
出
生
体
重

児
な
ど
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
は
妊
娠
可
能
な
全
て
の
女
性

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、

日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る

の
が
現
実
で
す
。

市
立
病
院
の
医
師
が
な
ぜ
プ
レ
コ

ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
広
報

か
さ
ま
で
取
り
上
げ
る
の
か
と
疑
問

に
思
う
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
市
立
病
院
が
行
っ
て
い

る「
総
合
診
療
」
は
、
た
だ
病
気
を
治

す
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
性

別
を
問
わ
ず
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々

の
予
防
や
福
祉
も
含
め
た
全
て
の
健

康
問
題
に
対
し
て
取
り
組
む
姿
勢
で

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
立
病
院

に
は
風
邪
や
頭
痛
な
ど
で
多
く
の
女

性
が
受
診
さ
れ
ま
す
が
、
妊
娠
を
望

む
方
に
は
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
の
必
要
性
を
お
話
し
し
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
な
ど
を
推
奨
す
る
よ
う
に
心

掛
け
て
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
も
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
情
報
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
ご
自
身
で
プ

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
取
り
組

ん
で
頂
く
と
大
変
良
い
と
思
い
ま
す

が
、
難
し
い
と
感
じ
る
方
や
医
師
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
た
い
方
は
ぜ
ひ
、

市
立
病
院
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

【
問
い
合
わ
せ
】市
立
病
院　
Ｔ
Ｅ
Ｌ	

0
2
9
6
―
77
―
0
0
3
4

笠間市立病院　医師　稲
いなば
葉　崇

たかし
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　笠間市国際交流協会の活動に参加され、その後帰国して世界中で暮らしている海外の友達からの便りや、メッセージ
をご紹介します。今月は2016年11月3日の流鏑馬と菊まつりを協会のホームタウンガイドと共に見学され、その後、日
本国内を観光されて帰国したクロアチア人のM

ム シ ン

ushin M
ム ネ ン

unenさんからのメッセージです。さあ、世界に友達を作って
交流を始めましょう。

Konbanwa!
I’m back to Croatia. 
Thank you so much on your hospitality that day in 
Kasama when I visit your beautiful chrysanthemum city. 
And thank you so much for mister who drive me to Iwate.
I hope see you next time in May when I visit Japan again.
You are welcome to Croatia,too.
Best regards!

　こんばんは!
　私はクロアチアに戻っています。私があなたの美しい菊まつ
りの街を訪れたあの日に笠間で受けたおもてなし、本当にあり
がとうございました。
　それから、岩手に車で送ってくれた男性の方にもお世話にな
り大変ありがとうございました。
　次回に日本に行く５月に再会したいと思います。
　クロアチアにも来てください。歓迎いたします。　　　敬具

【申し込み・問い合わせ】一般社団法人	笠間市国際交流協会　TEL	090-2761-8711（木
きむら
村	美

み え こ
枝子）

◇
笠
間
稲
荷
神
社
中
秋
祭

　�

　
雅
楽
が
奏
で
ら
れ
、
古
式
豊
か
に

境
内
に
あ
る
末
社
月
読
神
社
に
参
拝

す
る
月
見
の
神
事
。

　【
日
時
】	 9
月
24
日（
月
）

　	

午
後
4
時
30
分
〜
5
時
30
分

　【
会
場
】	 笠
間
稲
荷
神
社
　
境
内

　	

月
読
神
社

　【
集
合
】	 �笠
間
稲
荷
神
社
の
絵
馬
殿

に
午
後
4
時（
参
加
無
料
）

◇	

能﹁
井
筒
﹂の
世
界
の
お
月
見
会

　�

　
水
面
に
映
る
満
月
を
鑑
賞
し
日
本

人
の
精
神
性
と
繋
が
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。

　【
日
時
】	 9
月
24
日（
月
）

	
午
後
6
時
〜
８
時

　【
会
場
】か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋

	

（
参
加
無
料
）

◆
申
し
込
み

　 

7
月
20
日
ま
で
に
笠
間
市
国
際
交
流

協
会
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
9
月
の
日
本
語
教
室

　
1
日（
土
）・
8
日（
土
）・
15
日（
土
）

　【
会
場
】ト
モ
ア
　
午
前
10
時
か
ら

＊
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

インターナショナル・
サマーナイト・パーティ

9
月
の
国
際
交
流
情
報

外
国
人
が
参
加
で
き
る
お
月
見

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
紹
介

市長コラム
東
日
本
大
震
災
以
降
、
日
本
列

島
に
お
い
て
地
震
、
火
山
、
台
風
、

豪
雨
に
伴
う
大
規
模
災
害
が
毎

年
発
生
し
て
い
ま
す
。
7
月
に
も

広
島
、
岡
山
を
中
心
に
西
日
本
の

各
地
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
が
発
生
し
2
3
0
名
を
超

え
る
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
お
悔
や
み
を
申

し
上
げ
ま
す
。

災
害
が
発
生
す
る
前
後
に
お

い
て
、「
避
難
し
な
け
れ
ば
」
と

い
う
住
民
の
判
断
の
遅
れ
が
、
多

く
の
死
者
を
出
す
原
因
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政

の
対
応
、
情
報
伝
達
の
課
題
等
も

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
の
思
い
込

み
が
大
き
な
危
険
に
繋
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

改
め
て
、
行
政
も
住
民
も
災
害

時
の
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
地
震
災
害
と
豪

雨
災
害
で
は
、
防
災
対
策
や
避
難

対
応
も
違
い
、
大
き
な
課
題
の
一

つ
で
す
。

本
市
と
し
て
は
、
自
治
体
、
民

間
企
業
・
団
体
と
の
災
害
時
に
備

え
た
協
定
の
運
用
を
図
り
な
が

ら
対
応
し
、
ま
た
地
域
に
お
い
て

は
、
自
主
防
災
組
織
の
早
急
な
組

織
化
を
お
願
い
し
ま
す
。
現
在
の

組
織
率
は
約
60
％
で
す
。

市
は
災
害
時
に
「
命
を
守
る
」

こ
と
を
最
優
先
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

災
害
意
識

防災訓練のひとこま
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情報カレンダー 9月
1 土

2 日

3 月 いこいの家はなさか 休館日
（いこいの家	はなさか	℡0296-77-5110）

4 火

5 水

6 木

みんなの相談室～メディカルカフェ～《要予約》
14：00～15：30
テーマ「じぃじ、ばぁばの孫守り講座」
（笠間市地域包括支援センター	℡0296-78-5871）

7 金

8 土

9 日

普通救命講習会　9：00～12：00
消防本部　3階
（笠間市消防本部	℡0296-73-0119）

天狗の郷バザールdeいわま　9：00～15：00
地域交流センターいわま「あたご」
	（根本　℡090-3009-7883）

10 月 いこいの家はなさか 休館日

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火 いこいの家はなさか 休館日

19 水

特設無料人権相談　10：00～15：00
地域福祉センターともべ（旧	友部社会福祉会館）
（水戸地方法務局	℡029-227-9919）

行政書士無料相談会　13：00～16：00　
笠間市役所本所1階ロビー（秘書課	内線225）　

20 木

21 金
地域児童相談《完全予約制》　9：30～16：00
地域福祉センターいわま　集会室
（子ども福祉課	内線164）　

22 土

23 日

友部駅前フリーマーケット　9：00～13：00
地域交流センターともべ「トモア」まちの広場
（佐藤	℡090-3245-0880）

第10回「月見の会」18：00～20：00
笠間つつじ公園（福田	℡080-1987-1146）

24 月

25 火 いこいの家はなさか 休館日

26 水 行政相談　14：00～16：00
友部公民館相談室（秘書課	内線225）　

27 木

28 金

29 土
第12回 かさま新栗まつり（30日まで）
9：00～16：00　笠間芸術の森公園
（農政課	内線527）

30 日 休日納税相談窓口【市役所本所】　8：30～12：00
（収税課	内線118）

※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に開設します（かさまこども園内10：00～16：00）。祝日は休み。
※	岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・木・金曜日に開設します（市民センターいわま内10：00～16：00）。祝日は
休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9：00～16：00）。
※保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健センター年間予定表をご覧ください。

曜日 場所 時間 窓口延長課

日曜日 市役所本所 8：30～12：00 市民課収税課（月末のみ）

火曜日 岩間支所 17：15～19：30 市民窓口課

水曜日 市役所本所 17：15～19：30 市民課、保険年金課税務課、収税課

木曜日 笠間支所 17：15～19：30 市民窓口課
※上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

17日 月 塙医院 0296-77-0072

24日 月 根本産婦人科医院 0296-77-0431

※	平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※	当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、	
　診療を受けてください。

窓口延長サービス 9月の休日救急診療当番 9：00～17：00
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笠間
公民館

〒309-1613 笠間市石井2068番地1
TEL 0296-72-2100／FAX 0296-72-2103

友部
公民館

〒309-1737 笠間市中央三丁目3番6号
TEL 0296-77-7533／FAX 0296-78-3278

岩間
公民館

〒319-0294 笠間市下郷5140番地
TEL 0299-45-2080／FAX 0299-45-7612

第10回 岩間公民館まつりを開催します

開催日
【場所】 岩間公民館（市民センターいわま3階）
9月21日（金）～24日（月）　午前9時～午後5時

地域の特色を生かした市民参加型の公民館まつりを開催します。日ごろの学習成果をぜひご覧ください。
なお、作品の出品も合わせて募集します。皆さんのご参加・ご来館をお待ちしています。

作品の
募集

目　　的 日ごろ趣味として、または教養を深めるため制作した作品を、広く展示・公開
することで、文化の向上と参加者相互の交流を深めることを目的とする。

展示期間 9月21日（金）～24日（月）　午前9時～午後5時

展示会場 笠間市立岩間公民館（市民センターいわま3階）　

出品規定
①資格 笠間市在住者・勤務者・在学者の文化団体または個人

②部門 絵画・文学・書・写真・手芸品・工芸品・生け花・その他

手続き等 下記の区分表により、参加申し込みから展示終了後の片付けまでを、参加者の
相互協力により進めるものとします。

参加申し込み
方法

「第10回笠間市公民館まつり参加申し込み書」に必要事項を記入の上、担当窓
口へ提出してください。申し込み書は担当窓口にあります。
担当窓口：岩間公民館
（既に申し込み書を提出した団体は、必要ありません。）

参加申し込み期
間

9月11日（火）までに申し込みください。
受け付け時間：午前9時～午後5時（月曜日は休館日のため除く）

作品搬入（展示）
日時 9月20日（木）午前9時～12時

作品搬入場所 笠間市立岩間公民館（市民センターいわま3階）　

展示作品の搬出
（片付け） 9月25日（火）午前9時～12時

注意事項 ①作品展示期間中、作品の収納ケ－ス・箱はお預かりしませんので、各自お持ち帰りください。
②作品展示に伴う必要物品（テ－プ・画鋲等）は、各自でご用意ください。
③�作品の「搬入時・展示作業時・展示期間中・搬出時・その他の移動時」における破損・汚損・盗難等、
いかなる責任も負いかねます。

作品管理 ・�作品の性質上、期間中特別な管理を要する場合は、参加者各自（各団体）が責任を持って管理してく
ださい。
・作品展示期間中の来場者受け付けおよび会場管理は、出展各団体にて行います。

※ なお、笠間公民館では11月23日（金）～11月25日（日）、友部公民館では11月1日（木）～4日（日）に公民館まつりが
開催されます。

【お問い合わせ】岩間公民館　TEL	0299-45-2080（月曜は休館日）
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各館の行事予定 9月
笠間図書館

◆おはなし会 
（₀～₃歳向け　午前₁₁時～₁₁時₂₀分）
₉月	 ₇日（金）	『わーらった』ほか
₉月	₂₁日（金）	『ぽんぽん	ポコポコ』ほか
◆おはなし会 

（₄歳～小学生向け　午後₂時～）
₉月	 ₂日（日）		『へんしんマラソン』ほか

〈はぁとtoはぁと〉
₉月	 ₉日（日）		『わんぱくだんのきょうりゅ

うたんけん』ほか
	 	〈ハッピー〉
₉月	₁₆日（日）	『そらとぶテーブル』ほか
	 	〈たんぽぽ〉
₉月	₂₃日（日）		『ジョンくんのいちにち（腹

話術）』ほか〈語り部の会〉
◆ギャラリー
◇₈月	₃₁日（金）～₉月₂6日（水）
　「写真展」

友部図書館
◆おはなし会 

（₀歳～₃歳向け　午前₁₁時～）
₉月	 ₆日（木）	『くるっ』ほか
₉月	₂₀日（木）	『どろんばあ』ほか
◆おはなし会 

（₄歳～小学生向け　午後₂時～）
₉月	 ₂日（日）	来てのおたのしみ！
	 	〈すみれのWA〉
◆名作映画会（午後₂時～）
₉月	₂₃日（日）	『闇の子供たち』（137分）
◆ ギャラリー
◇₈月₂₁日（火）～₉月₂日（日）
　「写真展示」茨城自然写真の会
◇₉月4日（火）～₉月₁6日（日）
　「水彩画展示」スケカクの会
◇₉月₁7日（月・祝）～₉月₃₀日（日）
　「紙飛行機展示」笠間つばさ会

岩間図書館
◆おはなし会 

（₀歳～₃歳向け　午前₁₁時₃₀分～正午）

₉月	₁₃日（木）		『すっぽんぽんのはだかん
ぼう』ほか

	＊場所：岩間子育て支援センター	くりのこ
◆おはなし会（₄歳～小学生向け）

◇日曜おはなし会（午後₂時～₂時₃₀分）
₉月	 ₂日（日）	『あかりをけすと』ほか
◇おはなしのとびら（午後₂時～₂時₃₀分）
₉月	 ₈日（土）	『ちびくろサンボ』ほか
	 	〈めだかクラブ〉
₉月	₂₂日（土）	来てのおたのしみ！
	 	〈めだかクラブ〉

ひゃっこいまつりを開催します!!

岩間図書館　特集コーナー

【日時】8月18日（土）午後2時～9時
【場所】笠間図書館

「小学生夏の100冊＋中学生の10冊」
「夏休みおたすけ本」

　今年も「笠間のまつり」に合わせて「ひゃっこいまつり」
を開催します！
　屋外ウッドデッキでのミニライブ、模擬店の出店の他、
今年は図書館の開館時間を午後9時まで延長しますので、
ぜひお立ち寄りください。

　小中学生におすすめの本と、学校の宿題に役立つ自由
研究や工作、読書感想文の本を、児童コーナーで展示し
ています。
　おすすめ本は、物語
だけでなく、絵や写真
が楽しい科学の本、世
の中の秘密がわかる本
など、いろいろな本を
紹介しています。
　夏休みの読書に迷っ
た時、宿題で困った時
は、ぜひご利用くださ
い。

　岩間図書館では、8月から学習室と読書コーナーを
新設してリニューアルオープンしています。

昨年のまつりの様子

昨年の特集コーナー

―	お	知	ら	せ	―

平成30年　広報かさま8月号（No.149）15



TEL�029-298-0234
那珂市産業部商工観光課観光G
TEL�029-298-1111（内243）

小美玉市
第13回	小美玉市ふるさとふれ
あいまつり
　市内の児童や生徒による「 GENKIス
テージ 」をはじめ、「お笑 い＆ 歌 謡
ショー」、「キャラクターショー」、「ヨサ
コイショー」、「豊年踊り大会」、「花火
大会」が行われます。また、市内の団
体や企業などによる模擬店「バザール・
おみたま」、子どもに大人気の「子ども
広場」などイベントが盛りだくさん。ご
家族でも、お友達同士でも一日たっぷ
りと楽しめる、小美玉市の夏の風物詩
とも言えるお祭りです。
日�時▶8月25日（土）午前9時～午後9
時　※荒天の場合8月26日（日）
　※�前日の24日（金）は前夜祭を行い
ます。（会場は同じ）

会�場▶小美玉市希望ヶ丘公園（多目的
グラウンド）小美玉市中台418
主�催▶小美玉市ふるさとふれあいまつ
り実行委員会
後�援▶小美玉市、小美玉市教育委員会、
㈱茨城放送、㈱茨城新聞

問 小美玉市役所　市民協働課
TEL�0299-48-1111（内線1251・
1252）

水戸市
第7回水戸まちなかフェスティ
バル
　今年も、水戸の秋の一大イベント『水
戸まちなかフェスティバル』を開催しま
す！国道50号を歩行者天国として、デ
ザイン、アート、グルメなどさまざまな
イベントが集結する秋のストリート文
化祭です。

日�時▶9月30日（日）午前10時～午後
4時（歩行者天国の時間帯）
場所▶国道50号大工町交差点～水戸中
央郵便局交差点（車道区間）、国道50
号銀杏坂
（歩道区間）、水戸駅北口ペデストリア
ンデッキ、他
水�戸市HP▶http://www.city.mito.lg.
jp/001433/003461/p019205.html

F�acebook▶https：//www.facebo
ok.com/mitofes
T�witter▶https：//twitter.com/mi
tomachifes

問 水戸まちなかフェスティバル実行
委員会（事務局：水戸市商工課内　
TEL�029-232-9185）

茨城町
ひぬまdeマルシェ
　茨城町の豊かな自然の中で、おしゃ
れなハンドメイドの品々にふれ、おい
しいものを食べながら、さわやかな秋
の1日をのんびり満喫できるイベントで
す。
　今年は「涸沼環境フェスティバル」と
同時開催！広い園内では、さまざまな
催しをお楽しみいただけます。
恵みの秋を感じる空の下、「こころ」に
も「からだ」にもうれしいイベントにぜ
ひ、お越しください♪
日�時▶9月30日（日）午前10時～午後4時
会�場▶涸沼自然公園キャンプ場（茨城
町中石崎2263）

問 茨城町商工観光課（TEL�029-292-
1111・内線222）

※	納税には、簡単で便利な口座振替をご利用ください。
※	納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納税を
お願いします。
※	口座振替で納付の方は預金残高の確認をお願いします。

8月の納税等 納期限：8月31日（金）
市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料

（2期分）
（3期分）
（2期分）
（3期分）

◇住宅・土地統計調査とは？
 　住宅とそこに居住する世帯の居住状況、世帯の保有する土地等の実態を
把握し、その現状と推移を明らかにする調査です。
 　この調査結果は、住生活基本法に基づいて作成される住生活基本計画、
土地利用計画などの諸施策の企画・立案、評価等の基礎資料として利用さ
れます。

【調査の対象】�全国約370万世帯、笠間市約8,000世帯（市全世帯の約3割）
【調査事項】�・住宅数
� ・国民の居住状況
　� •高齢化社会を支える居住環境
　� •耐震性、防火性等の住宅性能水準の達成度
　� •土地の利用状況
　� •�空き家の実態（「空家等対策の推進に関する特別措置法」施

行による把握調査）
【調　査　日】�10月1日現在（9月上旬より調査開始）
【調査方法】� �対象の世帯に、統計調査員が調査書類を配布します。（回答

は紙の調査票やインターネットからも行えます。）
※�調査票の記入内容は厳重に保護され、統計を作成・分析する目的以外に
は使用いたしません。

【問い合わせ】企画政策課（内線592）

平成30年  住宅・土地統計調査を実施します

平成30年　広報かさま8月号（No.149） 16



トモアからのお知らせ
トモア縁日＆ハワイアン＆トモ
アほのぼの寄席
　万葉亭小太郎率いる落語・ギター漫
談・皿回しなど、行く夏を惜しむ落語
と色物の会を開催します。ハワイアン
バンド・縁日も出てにぎやかに！
日�時▶8月18日（土）午前10時～
　�縁日・寄席：午後5時開演時（午後7
時ごろ終演）
場所▶トモアマルチホール他
定員▶135名（先着順）
木�戸銭▶500円（トモアにて前売券販売）

夏休み親子の料理教室
　採れたての旬の野菜を使って、お父
さん、お母さん、おじいちゃん、おば
あちゃんもご一緒に、親子で美味しい
料理を作りましょう。
日時▶8月25日（土）午前10時～12時
場所▶トモア　調理室
対象▶小学生と保護者
定員▶12組（先着順）
参�加費▶小学生と保護者親子一組500
円（お子さん1名追加ごとに＋250円）
3歳以下無料
持�ち物▶筆記用具・三角巾・エプロン・
布巾

友部駅前ビアガーデン～激辛
ヒーハーまつり番外編～
　ナスを使った夏料理・珍しいビール
や美味しい地酒近隣店舗の一押しメ
ニューやお子さん向けの屋台も出店し
ます。お楽しみに！
日時▶8月20日（月）～25日（土）
� 午後5時～午後9時

駅前シネマ9月「怪物特集」
日時・上映作品▶

　9月6日㈭「キングコング」【100分】
　9月13日㈭「フランケンシュタイン」【71分】
　9月20日㈭「大巨獣ガッパ」【84分】
　9月27日㈭「美女と野獣」【93分】
　�いずれも1日4回上映
　�①午前10時～　②午後1時～
　③午後4時～　④午後7時～
場所▶トモア　マルチホール
参�加費▶一般1,000円／身障者・シニ
ア800円／子ども500円／未就学児
は無料
　※�映画を5回観ると、1回無料になり
ます。

申・問 地域交流センターともべ「トモ
ア」（友部駅前1番10号）
TEL�0296-71-6637

笠間の家からのお知らせ
笠間の作家60人展　第5回～暮
らしを楽しむ土鍋と灯り～
　主に笠間を中心として活躍する作家
を取り上げて紹介する企画です。
　9月1日（土）には特別限定ランチ（予
約制）あり。
日�時▶9月1日（土）～9月17日（月・祝）
� 午前9時30分～午後5時
場所▶笠間の家ギャラリー

秋風のハープデュオコンサート
　アイリッシュハープを2台使用しアン
サンブル・ハープソロ・ハープ弾き歌
いと、ハープを堪能できるコンサート
です。
日時▶9月23日（日）
　�①�開場：午前11時／開演：午前11時15分
　②開場：午後2時45分／開演：午後3時
場所▶笠間の家ギャラリー
定員▶30名（先着順）
費用▶全席自由2000円

申・問 笠間の家（笠間市下市毛79-9）
TEL�0296-73-5521

那珂市
なかひまわりフェスティバル
2018
　今年も那珂総合公園を会場に「なか
ひまわりフェスティバル」が開催され、
周辺の畑には約25万本のひまわりが咲
き誇ります。
　また、ライブなどのステージイベント
や模擬店が多数出店されるほか、ひま
わり畑では「ひまわり迷路」、フェスティ
バルの最後には約2,000発の花火が感動
のフィナーレを飾ります。
日�時▶8月25日（土）午前10時～午後
7時40分（午後7時～花火大会）
　※荒天時中止
会�場▶那珂総合公園（〒311-0121�那
珂市戸崎428-2）
料金▶入場無料
交�通アクセス▶水郡線「上菅谷駅」より
無料シャトルバス運行（約20分）・常
磐自動車道那珂ICより、国道118号
経由（車約10分）
駐�車場▶駐車料金無料。那珂西部工業
団地内臨時駐車場、茨城県植物園臨
時駐車場、ひまわり畑見晴らし台下の
3か所。会場付近の警備員の指示に
従って駐車してください。
H�P▶那珂市観光協会�http://www.
naka-kanko.jp/
　�那珂市商工会�http://www.nakash
ishokokai.com/

問 なかひまわりフェスティバル2018
実行委員会（那珂市商工会内）

申 …申し込み　問 …問い合わせ

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（実施日 6月28日）
【施設モニタリング（3月～5月分）】
　環境保全事業団から、最終処分場モニタリング・溶融処理施設モニタリング・モニタリング結果の住民公表について、3月か
ら5月分の監視項目に係る資料の提出を求め、その資料に基づき維持管理状況の報告を受けた。
　モニタリング結果の住民公表については、環境保全委員会の会議資料を福田地区の各戸に配布したほか、事業団HPにおいて
も廃棄物の処理実績、維持管理記録（水質・排ガス等の測定結果）を毎月公表している。
会議終了後、施設内基準点について説明を受けた。

【次回の監視活動】
　施設の維持管理について実施。
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【問い合わせ】保険年金課（内線143）・笠間支所市民窓口課（内線72123）・岩間支所市民窓口課（内線73182）

　茨城県の小児医療福祉費助成制度が改正さ
れ、平成30年10月1日から入院対象年齢が18歳
まで拡大されることになります。
　受給資格該当の方へは、9月上旬に、10月1日
以降に入院する場合のご案内を送付します。

◯小児医療福祉費助成制度（マル福）の対象年齢

入院・外来：�0歳児から15歳まで
� （15歳に到達する日以後の最初の3月31日まで）
入 院 の み：�上記終了から18歳まで
� （18歳に到達する日以後の最初の3月31日まで）

【問い合わせ】
国体推進室（内線242）

←笠間市
　国体HP

ボランティア、協賛企業・団体、花いっぱい運動の協力団体、
弁当調製業者、売店出店者を募集中！

【購入についての問い合わせ】
（一社）笠間観光協会 TEL 0296-72-9222

国体PRポロシャツ 販売中
　国体の開催を市民の皆さんと盛り上げるため、国
体PRポロシャツの一般販売を行っています。左胸に
は国体バージョンの「笠間のいな吉」がプリントされ
ています。ぜひお買い求めください。

茨城国体のロゴやキャラクターを使用した商品を販売
して、いきいき茨城ゆめ国体を盛り上げましょう！

事業者の
皆さんへ

　茨城国体のロゴやマスコットキャ
ラクター「いばラッキー」を使用し
たいろいろな商品を販売することが
できます。ぜひご活用ください。

いばラッキー

食品・ポロシャツなどなど、
アイディア次第でさまざまな
商品を製作できます。

グッズ製作例

小児医療福祉費助成制度（マル福）の対象年齢が拡大されます

【平成30年10月1日から】

【ロゴやキャラクターを使用した商品販売に関する使用許可申請などのお問い合わせ】
茨城県・障害者スポーツ大会局　総務企画課　広報G　TEL029-301-5402

【種　類】�・ドライポロシャツ：全7色
� ・ドライボタンダウンポロシャツ：全6色
� ・ドライポロシャツ（キッズ）：全6色
【サイズ】�大人用：XS～XXXL／キッズ：120～150
【価　格】��120～150：1,500 円／ XS～ XL：1,800 円
� XXL：1,900 円／ XXXL：2,000 円
� XXXXL：2,100 円
【申し込み方法】
　�代金を添えて、申し込み書を笠間観光協会事務所に直接お
申し込みください。
　※商品のお渡しは、申し込みより2～3週間後となります。
　※申し込み書、商品サンプルは観光協会にあります。
　※詳細は笠間観光協会でご確認ください。

左胸デザイン
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工場外観 作業風景

◀左から、グルメイト	松
まつい
井	貴

たかよ
代さん、セカンドダイニング花鈴	鈴

すずき
木	千

ち え こ
恵子さん、	

　グルメイト	興
おきつ
津	亜

あ き こ
紀子さん	

地産地消＝食べて、かさま応援！
地産地消応援団の「笠間グルメイト」が、地産地消協力店をレポー
トします。この記事に関するお問い合わせは、農政課（内線528）へ。

セカンドダイニング
花
か り ん

鈴
今月の
訪問先

　「セカンドダイニング花鈴」のお弁当は、つくり置きはせず、
すべて手作り。家庭的なおかずが盛りだくさんのお弁当です。
　食材について伺うと、「安心して食べていただける食材を使い
たいと思うと、自然に、長年顔見知りの地元生産者さんや地元直
売所、自家栽培の食材を使うことになるんですよね。」と話していました。
　お弁当の主菜は、和風ハンバーグや煮魚、鶏の唐揚げなど7種類（肉・魚）から選べ
ます。副菜には、ハヤトウリの味噌漬けやキュウリの佃煮風など、地元野菜を使用。
ごはんは、冷めても美味しい自家栽培のコシヒカリと、もちもち食感の雑穀米から選
べます。

　「セカンドダイニング花鈴」は、完全
予約制のお弁当屋さんです。
　もともと、手料理を持ち寄ってママ友
と集まることが好きだったというオー
ナーの鈴木さん。「皆が気軽に食べられ
る料理を提供したい」との
思いから、1か月でお店を
準備してオープンしまし
た。お弁当づくりで心がけ
ていることを鈴木さんに伺
うと、「家族に安心して食
べてもらえるお弁当をつく
りたい、という想いで、毎

日お弁当づくりをしています。お母さん
が子どものことを想ってお弁当を作るの
と同じです。」とのこと。その言葉通り、
食材やおかずの内容などにこだわり、

妥協しないお弁当づくりを
されています。
　「お店のスタッフに本当に
恵まれ、助けられているん
です。」と話していた鈴木さ
ん。スタッフの皆さんから
「ママ」と呼ばれているのが
印象的でした。

～ コンセプトは “家族が安心して食べられるお弁当”～

～取材を終えて～
・�家庭的でどこか懐かしく、食べるとお腹も心も
嬉しくなるお弁当です。ぜひ一度召し上がって
みてください！
・�鈴木さんはお弁当づくりに妥協しないため、お
届けするまでに少しお待たせしてしまうことも
あるそうです。時間に余裕を持ってご注文をお
願いします！

愛情込めて　毎日手作りのお弁当

※取材にご協力いただける地産地消協力店を随時募集しています。

代表：鈴
すずき
木�千

ち え こ
恵子さん

住所：笠間市南小泉799
電話：0296-78-0555
電話受付時間：午前8時～午後5時
定休日：毎週日曜日・祝祭日・第4月曜日
※お弁当は、完全予約制です。�

セカンドダイニング花鈴
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◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg. jp/mobile

人口と世帯数 ●人　口：75,080人（−71人）　男	36,743人（−38人）　女	38,337人（−33人）
●世帯数：28,816世帯（＋2世帯）　●6月の出生数：35人　●6月の死亡数：82人

《常住人口7.1現在》
（　）内は前月比較

とうもろこし・塩ゆで�…1本（50g）
※冷凍コーン50gでも可
ズッキーニ（1㎝角切り）�……1/2本
ミニトマト（4つ切り）�………6個
水………………………… 400ml

固形ブイヨン…… 1と1/2個
うすくちしょう油�…小さじ1/3
　　片栗粉… 大さじ1と1/3
　　水………………大さじ2

毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

栄養成分（1人分）
笠間焼うつわプレゼント

撮影に使用した笠間焼の器を抽選で１名様に差し上げます。このコーナーや
広報紙への感想等を添えて、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、秘書課まで、
はがき（持参可）でお申し込みください。
※	当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

8月号締め切り：8月31日㈮必着

【笠間焼の提供】山
やました

下　広
ひろし

（筑西市）サイズ：約14㎝×13.5㎝

主食（ごはん、パン、麺） 0
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理） 0.5
主菜（肉、魚、卵、大豆料理） 0
牛乳・乳製品 0
果物 0

詳しくは 食事バランスガイド 検索

食事バランスガイド

コーンとズッキーニの冷トロスープ
材料（４人分）

作　り　方
❶��とうもろこしは包丁で粒をそぎ取る。
❷��鍋に水を入れ火にかけ、沸騰したらブイヨン、ズッキーニをい
れ、中弱火で5分位煮る。

❸��②に、①とミニトマト、うすくちしょう油を加え、1分位煮る。
❹��火を止め、Aを混ぜ合わせたものを鍋に回し入れ、よく混ぜる。
再び火をつけて、沸騰させる。

❺�氷水で冷やし、器に盛り付ける。

・エネルギー 33kcal
・たんぱく質 0.9g
・脂　　　質 0.3g
・塩　　　分 0.7g

かさまぽけっとアドレス http://kasama-pocket.jp【問い合わせ】子ども福祉課	TEL0296-77-1101（内線162）

112

A

　授乳やおむつ交換ができる店舗、公共施
設等を子育てバリアフリー施設「あかちゃ
ん・ほっと！ルーム」として登録し、保護者
が安心して外出できるよう広く周知するこ
とで、子育てにやさしいまちづくりを推進
しています。　登録施設には、認定ステッ
カーを配布し、入口など利用者がわかりや
すい場所に掲示しています。

★あかちゃん・ほっと！ルーム認定施設一覧★ 認定ステッカー

※施設の詳細は、かさまぽけっとHPをご覧ください。

伊勢甚友部スクエア
岩間B＆G海洋センター
茨城県陶芸美術館
笠間工芸の丘
笠間市民体育館
笠間市児童館

笠間市総合公園
笠間ショッピングセンター
笠間図書館
子育て支援センターかんがるー
子育て支援センターくりのこ
子育て支援センターみつばち

地域医療センターかさま
地域交流センターいわま
地域交流センターともべ
地域福祉センターともべ
友部図書館
バースデイ友部店

あたご天狗の森スカイロッジ
岩間駅（あいろーど）
ウェルシア薬局新友部店
ウェルシア薬局友部旭町店
笠間公民館
笠間市役所　本所

カスミ岩間店
カスミ笠間店
北山公園休憩施設
ココス笠間寺崎店
ココス友部店
宍戸駅前トイレ

しまむら笠間店
市民センターいわま
友部駅（友部南北自由通路）
友部公民館
ばんどう太郎友部店
ホームセンター山新笠間店
ホームセンター山新友部店

授乳・おむつ交換 おむつ交換
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